
1. マレーシア米山学友会 総会開催
マレーシア米山学友会の総会が 3月 5 日、首

都クアラルンプールに隣接するセランゴール

州で対面開催され、20 人のマレーシア学友が参

加しました。今総会の様子はオンラインでも配

信され、18 人が画面越しに参加しました。 

総会では、活動報告、会計報告に続き、次年

度の新たな会長の選出が行われ、現副会長の黄
ン

建
ケアン

榮
エン

さん（1998-2000／室蘭東ＲＣ）が次年度

の会長に決まりました。創立時から 6 年にわた

って会長を務めてきた黄麗容
ウォンライヨン

さん（2001-04／

横浜泉ＲＣ）は、名誉会長として引き続き同学

友会のサポートを続ける体制となります。 

黄麗容会長は退任にあたり、「米山記念奨学会

をはじめ、ロータリアンの皆さま、各国の学友

たちの力強いご支援をいただいたおかげで、マ

レーシア米山学友会が大きく発展することがで

き、心から感謝しています。私たちが築き上げ

てきた絆と、社会・環境奉仕活動の力は、新会

長のリーダーシップの下で、さらに発展してい

くと確信しています」と、今後の学友会の発展

に期待を寄せました。

2. 寄付金速報 ― 2 月も好調を維持 ―
2 月までの寄付金は、

前 年 同 期 と 比 べ て

6.7％増（普通寄付金：

2.6％減、特別寄付金：

12.0％増）、約 7,200 万

円の増加となりました。

また、2019 年度以降初

めて、2 月単月の寄付合計金額が 7,000 万円を

超えることができました。皆さまからのご支援

に、改めて感謝申し上げます。コロナの規制も

緩和されつつあり、今後はさまざまな形式での

交流が可能となることが予測されます。引き続

きご協力を賜りますよう、よろしくお願いいた

します。
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3. 第 4 回 ミンガラ奉仕デー 日本語 CAFÉ 開催
 東京米山ロータリーＥクラブ2750の活動の

ひとつに「田中作次奨学金」があります。これ

は、元国際ロータリー会長である田中作次氏の

冠名奨学金で、ミャンマーの若者へ教育支援を

するものです。ミャンマー米山学友会と連携し、

米山奨学金制度を模範として、学友たちが自ら

現地奨学生の選考を行っています。 

2 月 19 日、今年の田中作次奨学生たちとミャ

ンマー米山学友会有志、ロータリアンや現役米

山奨学生がオンライン交流する「第 4 回 ミン

ガラ奉仕デー 田中作次奨学生 日本語 CAFÉ」が

ZOOM で開催され、44 人が参加しました。ヤンゴ

ン在住で、企画担当のケイ ズイン ウインさん

（2011-13／東京たまがわＲＣ）が日本語とビ

ルマ語で進行役を務めました。日本留学におい

て気を付けること、日本語の学習方法といった

ものから、少子高齢化問題など、各グループが

日本に関連する幅広いテーマで交流しました。 

参加した田中作次奨学生からは、「自ら話を

するのは緊張したが、参加者の雰囲気づくりの

おかげで聞きたかったことが聞けた」、「質問す

ることに慣れる、という大切なことを教えても

らうことができた」といった感想が述べられま

した。また、同クラブで開発中の「非漢字圏の

日本語学習者のための生活支援漢字アプリ」が、

実用的な学習方法のひとつとして紹介されま

した。第 5回は、5月 13 日に開催予定です。

4. 「ここからが始まり」 米山奨学生期間終了式
3 月 4 日、国際ロータリー第 2580 地区の米山

奨学生期間終了式が都内会場にて開催され、

2022 学年度の奨学期間を終了した米山奨学生、

継続奨学生およびカウンセラーら108人が出席

しました。また、同地区米山学友会の 6 人が終

了式の運営をサポートし、後輩たちの新たな門

出を見守りました。 

同地区の猪飼米山委員長の挨拶の後、当会か

ら出席した柚木事務局長が祝辞を述べました。

奨学生一人一人が壇上で終了証を受け取り、米
山奨学金と、お世話になったカウンセラーやロ

ータリアンへの感謝を述べ、「ここからが始ま

りだと思って努力したい」、「学友会に入って、

ロータリーとの繋がりを大切にする」、「自分の

専門の研究で成果を出したい」といった、各々

の思いや抱負を語りました。 

最後に、同地区の嶋村文男ガバナーから「皆

さんの努力する姿から、私たちロータリアンが

学ぶことがたくさんあります。ぜひ今後もカウ

ンセラーや世話クラブとの繋がりを大切にし

てください」というメッセージが贈られました。 

晴れやかな表情で記念撮影 

終了証を受け取った奨学生（中央）と世話クラブのロータリアン 
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